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和漢医薬学総合研究所はチュラロンコン大学薬学部と 2010 年に，双方に International Cooperative 
Center（ICC）を設置する覚書を締結し，ICC を拠点として学術交流を行っている。以下に 2017 年度の
活動実績を列記する。 
1) 学術交流 
・2017 年 6月～7 月：森田洋行教授（天然物化学分野）及び Sornkanok Vimolmangkang 助教（チュラロ
ンコン大学薬学部）が，森田洋行教授の研究室にて，「新規 III 型ポリケタイド合成酵素の探索と機能
同定」についての共同研究を実施した。 
・2017年 7月～8月：森田洋行教授（天然物化学分野）及び Thaniya Wunnakup 氏（チュラロンコン大学
薬学部大学院生）が，森田洋行教授の研究室にて，「新規 III 型ポリケタイド合成酵素の探索と機能同
定」についての共同研究を実施した。 
・2017年 8月～10月：森田洋行教授（天然物化学分野）の研究室にて Srinon Chanakarn 氏（チュラロン
コン大学薬学部生）と Tancharoenlarp 氏（チュラロンコン大学薬学部生）が「酵素の機能解析」につい
てインターシップを実施した。 






和漢医薬学総合研究所はカイロ大学薬学部と 2011年に，双方に International Cooperative Center Office
（ICCO）を設置する覚書を締結した。以下に 2017年度の活動実績を列記する。 
1) 学術交流 
・2018 年 1 月 22 日：森田洋行教授（天然物化学分野）がカイロ大学を訪問し，今後の国際共同研究に
ついての打合せを行った。 
・2017年 9月～11月：森田洋行教授（天然物化学分野）及び Ali Mahmoud El Halawany（カイロ大学薬
学部准教授）が，森田教授の研究室にて，「エジプトの土壌由来生物活性化合物の単作」についての共
同研究を実施した。 
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する協定」を結び，双方に International Cooperative Center Office（ICCO）を設けた。その後 2010年及
び 2015 年 2 月に再締結し，ICCO を拠点として学術交流を行っている。以下に 2017 年度の活動実績を
列記する。 
1) 学術交流 
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・2018 年 3 月 5 日：小松かつ子教授（生薬資源科学分野）、森田洋行教授（天然物化学分野）及び早川
芳弘教授（病態生化学分野）が，北京大学薬学院－富山大学和漢医薬学総合研究所ジョイントシンポジ
ウムに参加し，講演を行った。また，同薬学院の教授らと今後の学術交流について意見交換を行った。 
